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「人にやさしい病院をめざすための感染対策」 

医療法人栄昌会 吉田病院（以下「病院」という。）は、患者の皆様、地域の医療介護にかかわる方々

及び病院で働く人々に対し、やさしい病院をめざすという病院の理念に基づき、感染防止および感染制

御の対策に取り組むための考え方等を以下のとおり定める。 

 

１．院内感染に関する基本的な考え方 

院内感染の防止に留意し、院内感染発生の際にはその原因のすみやかな特定、制圧、終息を図る

よう努力する。 

感染の発症は、病原微生物の存在、伝播、宿主の易感染性（感染防御機能）によって成り立つもの

である。環境を無菌化することは不可能であり、また、現代医療では易感染性の惹起は避けられない

ことである。したがって、院内感染防止は病原微生物の伝播の阻止に懸かっている。この観点に立ち、

感染の危険性を把握・評価することや、対策としての人・物・組織の育成とその３要素からなるシステ

ムの改善が重要である。このため院内感染防止対策を全病院職員が把握し、病院の理念に則った医

療が提供できるように、本指針を作成する。 

 

２．感染対策のための委員会などの組織について 

当院では、院長を長とする院内感染対策委員会（以下「委員会」という。）が、感染対策に関する事

項を総括する。委員会は、副院長、看護部長、事務部長ならびに各部門の代表者からなる。委員会は、

毎月１回定期的ならびに必要時に開催する。運営等についての詳細は、院内感染対策委員会規定に

定める。 

委員会は、日常業務での感染予防や院内感染発生時の迅速な対応、啓発・教育を行う。又、委員

会は当院における感染情報を一元的に管理し、サーベイランス情報を作成する。日常業務での感染

対策の遵守や問題点を把握して必要な介入や改善策を勧告する。院内感染が発生した場合には、そ

の重要度に応じてすみやかに対策を立案し、実践する。 

 

３ 職員の研修 

院内感染対策の基本的考え方や具体的方策について病院職員に周知し、感染対策の意識向上を

図るために研修会を実施する。 

①入職時研修の他に、全職員を対象に年２回以上の研修会を開催する。 

②全職員もしくは部署毎に、定期的な啓発活動や必要に応じた研修会を行う。 

③職員の適切な外部研修を支援し、知識や情報を共有するようにする。 

④研修会の開催結果や参加結果の記録は保存し、外部研修の成果を院内にフィードバックする。 

 

４ 感染症発症状況の報告 

①関係職員は、耐性菌など院内感染対策上重要な感染症の発生についての報告（感染症法に基づく

報告を含む）を委員会に行い、対策の指導を行う。 

②臨床検査室は、感染症の発生状況やサーベイランスの結果を毎月委員会で報告する。 

③緊急時は、業務連絡会議（週１回）または院内新聞で感染症発生に対する注意喚起を呼びかけると

ともに、委員会を通じて全職員への周知を図る。 



５ 院内感染発生時の対応 

①アウトブレイクもしくはその恐れがある院内感染発生時は、院内感染の発生した部署（以下「発生部

署」という。）の病院職員は、直ちに病院長に連絡する。 

②アウトブレイクもしくはその恐れがある院内感染の病原体が検出された時は、臨床検査室の職員は、

直ちに病院長に連絡する。 

③発生部署の職員や委員会は協力して、速やかに発生の原因を究明し、拡散防止策や改善策を立案し、

実施する。 

④委員会は、その状況及び患者への対応等を病院長に報告する。また必要に応じて福祉保健センター

等関連機関と連絡をとる。 

⑤院内感染に対する改善策の実施結果等は、委員会に報告されとりまとめられた後、病院職員へ周知

する。 

⑥必要に応じ、病院長の指示の下、臨時（緊急）院内感染対策委員会を開催する。 

 

６ 患者への情報提供と説明 

本指針は、当院のホームページに公開するとともに、患者またはその家族から閲覧の求めに応じるもの

とする。 

疾病の説明とともに感染防止の意義やその基本手技（手指衛生、マスク着用等）を説明し、理解を得た

上で対策に対する協力を求める。特に、感染源となりうる患者もしくはその可能性のある患者およびその

家族には、基本手技以上の方策（ガウン着用、隔離、転院等）についても、理解・協力を求める。 

 

７ その他院内感染対策の推進のための基本方針 

①病院職員は、定期健康診断を年１回以上受診し、自らの健康管理に留意する。 

②病院職員は、自らが院内感染源にならないために、血清抗体価の検査やワクチン接種等に関して病

院の方針に従い積極的に参加する。また、自らが感染に罹患した場合は、直ちに所属長に報告し、休

業等指示に従う。 

③院内感染予防のために、病院職員は、「院内感染対策マニュアル」を遵守する。 

④本指針およびマニュアルは、必要に応じて見直しを、委員会の議を経て行う。改訂結果は病院職員へ

周知徹底する。 
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